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運動が苦手な私は、「スポーツ」と
聞くだけで、やや拒否反応が出ます。
そんな私が以前、取材でドッヂビーの
練習会場に行ったときのこと。「私も
やってみたい！」思わずカメラを置き、
ディスクを手にしていました。だって、
皆さん本当に楽しそうだったから。

人　口　244,279人 （前月比＋115）
男　121,132人 （＋46）
女　123,147人 （＋69）

世　帯　89,756世帯（＋98）8 月1日現在
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蓼原大橋開通

開通式で渡り初めをした
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世代や敵味方も関係なく笑い合って、
参加するだけで元気が出そうでした。
今回ご紹介したニュースポーツはどれ
も気軽に、楽しみながら健康づくりが
できます。「仲間に会えるのが楽しみ」
と話していた、グラウンドゴルフの
おじちゃん。いい笑顔でした。（り）
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横割と蓼原地区の南北を東海道本線をまたい
で結ぶ道路「田子浦伝法線」の陸橋は、昭和47
年に着工し、総工費 7億3,600万円、5年の歳月
をかけて完成しました。名称は、市民からの公
募で「蓼原大橋」に決定しました。先頭を歩く
のは、当時の渡辺彦太郎市長（故人）です。
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